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ナ
チ
ュ
ラ
リ
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テ
ィ
ッ
ク
な
植
物
表
現
の
成
立

 

︱
︱
デ
ュ
ー
ラ
ー
前
史
・
総
論

越　
　
　

宏　

一

ド
イ
ツ
美
術
の
自
ネ
イ
チ
ャ
ー
・
ス
タ
デ
ィ

然
研
究
と
言
っ
た
場
合
、
す
ぐ
に
デ
ュ
ー
ラ
ー
の

︽
野
う
さ
ぎ
︾
や
︽
大
き
な
草
む
ら
︾（
図
１
）
を
思
い
浮
か
べ
な
い
人
は

い
る
だ
ろ
う
か
。
一
五
〇
三
年
の
年
記
を
持
つ
、
ウ
ィ
ー
ン
の
ア
ル
ベ
ル

テ
ィ
ー
ナ
所
蔵
の
水
彩
︽
大
き
な
草
む
ら
︾
に
つ
い
て
、
ヴ
ェ
ル
フ
リ
ン

は
言
う
。﹁
デ
ュ
ー
ラ
ー
は
当
時
瞑
想
的
で
愛
情
に
満
ち
て
い
た
。
野
原

の
見
映
え
の
し
な
い
草
に
ま
で
身
を
か
が
め
、
雑
草
の
貧
し
い
生
命
が
彼

に
と
っ
て
一
大
世
界
と
な
っ
た
。
偶
然
に
入
り
混
じ
っ
て
生
え
て
い
る
芝

草
、
セ
イ
ヨ
ウ
ノ
コ
ギ
リ
ソ
ウ
、
オ
オ
バ
コ
、
タ
ン
ポ
ポ
を
実
物
大
で
写

生
し
た
。
ほ
ん
の
些
細
な
も
の
も
敢
え
て
省
い
た
り
変
え
た
り
し
な
い
敬

虔
な
気
持
ち
か
ら
で
あ
る
。
す
べ
て
が
緑
色
だ
か
ら
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
は
非

常
に
微
妙
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
区
別
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ど
こ
に
も
大

き
く
総
括
す
る
よ
う
な
形
は
な
く
、
ひ
た
す
ら
小
さ
い
特
殊
な
存
在
が
あ

っ
て
、
こ
れ
ら
が
写
生
を
要
求
す
る
。﹂︵﹃
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
デ
ュ
ー
ラ

ー
の
芸
術
﹄
永
井
繁
樹
・
青
山
愛
香
訳　

一
四
一
ペ
ー
ジ
︶。

取
る
に
足
ら
な
い
雑
草
な
ど
が
茂
っ
た
河
畔
の
湿
地
の
一
角
︱
ミ
ク
ロ

コ
ス
モ
ス
︱
を
細
密
に
描
写
し
な
が
ら
、﹁
草
地
の
マ
ク
ロ
コ
ス
モ
ス
﹂

と
も
言
う
べ
き
世
界
に
高
め
た
、
こ
の
作
品
の
精
神
を
余
す
と
こ
ろ
な
く

伝
え
る
、
作
者
自
身
の
言
葉
︵﹃
均
衡
論
﹄
第
３
巻
附
録
︶
が
残
さ
れ
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、﹁
自
然
の
中
の
生
命
は
、
事
物
の
真
実
を
認
識
さ
せ
て

く
れ
る
。
そ
の
故
に
、
も
し
汝
が
更
に
よ
き
も
の
を
自
ら
見
出
そ
う
と
願

う
な
ら
ば
、
自
然
を
熱
心
に
観
察
し
、
そ
れ
に
従
い
、
勝
手
に
自
然
か
ら

離
れ
て
は
い
け
な
い
。
さ
も
な
け
れ
ば
汝
は
誤
っ
た
方
向
へ
導
か
れ
る

で
あ
ろ
う
。
何
故
な
ら
知
識
︵K

u
n

st

︶
は
自
然
の
な
か
に
隠
れ
て
お
り
、

そ
れ
を
抽
き
出
し
︵h

erau
szieh

en

︶
う
る
も
の
が
、
そ
れ
︵
知
識
︶
を
手

に
入
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
。
も
し
汝
が
そ
れ
を
獲
得
し
た
な
ら
ば
、
そ
れ

は
汝
の
仕
事
の
中
の
多
く
の
誤
り
を
取
り
除
く
で
あ
ろ
う
﹂︵
前
川
誠
郎
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図 1	 Albrecht	Dürer Das große Rasenstück 1503 (Wien)
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﹃
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
素
描
﹄
六
ペ
ー
ジ
︶
と
い
う
有
名
な
一
節
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
が
﹃
イ
デ
ア
﹄
で
手
際
よ
く
考
察
し
た
よ

う
に
、
中
世
の
考
え
方
に
対
し
て
、
イ
タ
リ
ア
・
ル
ネ
サ
ン
ス
の
芸
術
論

で
は
、
芸
術
の
課
題
が
現
実
の
直
接
的
な
模
倣
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ

た
。
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
︵﹃
絵
画
論
﹄
第
四
一
一
番
︶
は
次
の

よ
う
に
語
っ
て
い
る
。﹁
再
現
さ
れ
た
事
態
と
最
高
の
類
似
性
を
も
っ
て

い
る
絵
画
は
、
称
賛
に
値
す
る
。
私
は
こ
の
こ
と
を
、
自
然
の
事
物
を
改

善
し
よ
う
と
望
む
画
家
た
ち
の
反
論
に
対
し
て
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
﹂

︵
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
﹃
イ
デ
ア
﹄
伊
藤
博
明
・
富
松
保
文
訳　

七
三
ペ
ー
ジ
︶。

レ
オ
ナ
ル
ド
︵﹃
絵
画
論
﹄
第
七
三
番
︶
は
ま
た
﹁
君
は
見
な
い
の
か
、
ど

ん
な
に
種
々
様
々
の
獣
類
が
い
る
こ
こ
を
、
ど
ん
な
に
多
種
な
樹
木
、
雑

草
、
花
弁
が
あ
る
こ
と
を
⋮
⋮
﹂︵
ヴ
ェ
ル
フ
リ
ン
﹃
古
典
美
術
﹄
守
屋

謙
二
訳　

四
〇
ペ
ー
ジ
︶
と
言
っ
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
は
、
彼
の
植
物

素
描
、
例
え
ば
、
一
五
〇
六
︱
一
五
〇
八
年
頃
の
︽
ベ
ツ
レ
ヘ
ム
の
星

︵
オ
オ
ア
マ
ナ
︶、
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
、
ト
ウ
ダ
イ
グ
サ
︾︵
図
２
︶
を
見
て
も

よ
く
分
か
る
。
実
際
、
ほ
ぼ
同
時
代
の
デ
ュ
ー
ラ
ー
と
レ
オ
ナ
ル
ド
の
習

作
は
、
植
物
の
自
然
研
究
の
双
璧
と
言
っ
て
よ
い
。
前
者
は
植
物
を
外
側

か
ら
観
察
し
、
そ
の
全
体
性
を
捉
え
よ
う
と
し
、
一
方
、
後
者
は
植
物
を

解
剖
し
て
そ
の
内
的
構
造
を
見
出
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
で
あ
る
が
、︽
大
き
な
草
む
ら
︾
の
先
駆
け
と
な

る
よ
う
な
、
彼
の
登
場
以
前
の
ド
イ
ツ
の
作
例
は
そ
も
そ
も
、
存
在
す
る

の
だ
ろ
う
か
。
結
論
を
言
え
ば
、
直
接
的
な
も
の
は
見
出
す
こ
と
が
で
き

な
い
が
、
現
存
し
な
い
も
の
も
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

デ
ュ
ー
ラ
ー
は
ド
イ
ツ
美
術
の
自
然
研
究
の
完
成
者
に
し
て
革
新
者
で
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
。
彼
は
故
郷
の
町
、
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
の
ミ
ヒ
ャ
エ
ル
・

ヴ
ォ
ー
ル
ゲ
ム
ー
ト
の
工
房
で
の
徒
弟
時
代
に
す
で
に
、
初
期
ネ
ー
デ
ル

ラ
ン
ト
美
術
に
心
を
引
か
れ
て
い
た
が
、
ラ
イ
ン
川
地
方
へ
の
遍
歴
修
行

の
旅
に
出
た
時
、
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
の
造
形
精
神
を
初
め
て
本
格
的
に
吸

収
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
デ
ュ
ー
ラ
ー
が
呼
ぶ
と
こ
ろ
の
﹁
偉
大
な
る
ネ

ー
デ
ル
ラ
ン
ト
の
巨
匠
た
ち
﹂
の
作
品
が
示
す
小
さ
き
も
の
、
最
も
小
さ

き
も
の
を
観
察
し
描
写
す
る
姿
勢
、
自
然
へ
の
顕
微
鏡
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に

図2	 Leonardo	da	Vinci c.1506–08 (Windor)
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大
い
に
刺
激
さ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
︵
例
え
ば
、
ヤ
ン
・
フ
ァ
ン
・
ア
イ

ク
の
一
四
三
九
年
の
︽
泉
の
聖
母
︾［
図
3a
／
3b
］
に
お
け
る
バ
ラ
や
ア

イ
リ
ス
の
咲
き
乱
れ
る
花
壇
を
見
よ
︶。
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
の
経
験
主
義

者
た
ち
と
張
り
合
い
な
が
ら
、
直
接
的
な
自
然
研
究
を
造
形
の
主
導
原
理

の
一
つ
に
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
デ
ュ
ー
ラ
ー
は
、
伝
統
に
よ

っ
て
神
聖
化
さ
れ
た
約
束
事
や
定
式
で
は
満
足
し
な
か
っ
た
。
自
然
研
究

は
、
遍
歴
時
代
以
後
も
、
特
別
の
関
心
事
で
あ
り
続
け
た
。

デ
ュ
ー
ラ
ー
が
葉
っ
ぱ
、
あ
る
い
は
、
草
の
茎
の
無
限
の
多
様
性
を
研

究
す
る
こ
と
に
情
熱
を
注
い
だ
初
期
作
品
が
︽
大
き
な
草
む
ら
︾
で
あ
る
。

彼
以
前
の
十
五
世
紀
の
ド
イ
ツ
の
画
家
︱
例
え
ば
コ
ン
ラ
ー
ト
・
ヴ
ィ
ッ

ツ
の
一
四
四
〇
年
頃
の
︽
金
門
の
出
会
い
︾︵
図
4a
／
4b
︶︱
︱
だ
っ
た
ら
、

植
物
の
マ
ッ
ス
︵
集
合
体
︶
の
表
現
は
同
じ
単
位
の
機
械
的
な
繰
り
返
し

の
産
物
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
は
植フ
ロ
ー
ラ

物
相
の
多
様
性

を
特
定
の
種
の
一
回
限
り
の
外
観
に
お
い
て
示
し
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て

は
じ
め
て
、
真
の
植
物
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
が
生
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
ち
な
み

に
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
動
物
写
生
図
︵
特
に
︽
野
う
さ
ぎ
︾︶
の
場
合
も
全
く

同
じ
で
あ
り
、
動
物
の
種
の
特
徴
と
共
に
、
当
該
の
個
体
の
一
回
限
り
の

要
素
が
描
写
さ
れ
て
い
る
。

す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
、
正
確
な
観
察
に
基
づ
く
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
植
物

表
現
は
初
期
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
絵
画
に
遡
る
も
の
で
あ
る
。
ヤ
ン
・
フ
ァ

ン
・
ア
イ
ク
︵
図
3a
／
3b
・
26a
／
26b
︶
も
、﹁
フ
レ
マ
ー
ル
の
画
家
﹂︵
ロ

ベ
ー
ル
・
カ
ン
パ
ン
︶︵
図
5a
／
5b
︶
も
、
ロ
ヒ
ー
ル
・
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・

ウ
ェ
イ
デ
ン
︵
図
7a
／
7b
︶
も
現
実
の
植
物
を
偏
見
の
な
い
目
で
観
察
し

描
い
た
。
そ
れ
は
、
ド
イ
ツ
の
画
家
た
ち
︱
特
に
ケ
ル
ン
派
︵
シ
ュ
テ
ル

ン
・
ロ
ッ
ホ
ナ
ー
な
ど
︶、
お
よ
び
、
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
を
含
む
フ
ラ
ン

ケ
ン
地
方
の
画
家
た
ち
︱
が
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
流
の
リ
ア
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク

な
植
物
表
現
を
取
り
入
れ
る
三
〇
年
以
上
も
前
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
デ
ュ

図3a/3b Jan	van	Eyck 1439 (Antwerpen)
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図4a/4b Konrad	Witz c.1440 (Basel))

図5a/5b Meister	von	Flémalle c.1430 (Frankfurt)
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ー
ラ
ー
以
前
に
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
で
活
動
し
た
画
家
の
中
で
は
、
ハ
ン

ス
・
プ
ラ
イ
デ
ン
ヴ
ル
フ
︵
図
6a
／
6b
︶、
お
よ
び
、﹁
ザ
ン
ク
ト
・
フ
ァ

イ
ト
祭
壇
の
画
家
︵
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ノ
修
道
会
祭
壇
の
画
家
︶﹂︵
図
8a
／

図6a/6b Hans	Pleydenwurff c.1460 (Nürnberg)

図7a/7b Rogier	van	der	Weyden c.1449 (Frankfurt)
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8b
︶
が
こ
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
で
重
要
で
あ
る
。

プ
ラ
イ
デ
ン
ヴ
ル
フ
の
一
四
六
〇
年
頃
の
︽
聖
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ

ス
︾︵
図
6a
／
6b
︶
で
は
、﹁
フ
レ
マ
ー
ル
の
画
家
﹂
が
縦
長
画
面
い
っ
ぱ

い
に
描
い
た
聖
人
像
︵
一
四
三
〇
年
頃
の
︽
聖
ヴ
ェ
ロ
ニ
カ
︾
図
5a
／

5b
︶
よ
ろ
し
く
、
地
面
は
植
物
、
し
か
も
こ
こ
で
は
一
連
の
堂
々
た
る
草

花
︱
ア
イ
リ
ス
︵
こ
れ
は
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
ブ
レ
ー
メ
ン
に
あ
る
大
き
な

水
彩
︽
ア
イ
リ
ス
︾
の
先
駆
け
で
あ
る
︶
の
左
右
は
ナ
デ
シ
コ
と
キ
ジ
ム

シ
ロ
か
︱
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。
様
式
化
が
ま
だ
認
め
ら
れ
る
と
は
言
え
、

デ
ィ
テ
ー
ル
が
正
確
な
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
植
物
表
現
で
あ
る
こ

と
、
そ
れ
に
、
前
景
の
一
番
手
前
に
植
物
モ
テ
ィ
ー
フ
が
配
さ
れ
、
そ

れ
に
よ
っ
て
画
面
の
範
囲
が
限
定
さ
れ
る
﹁
格
子
の
効
果
﹂︵
コ
レ
ニ
イ

［﹃
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
デ
ュ
ー
ラ
ー
と
ル
ネ
サ
ン
ス
の
動
植
物
研
究
﹄
十
四

ペ
ー
ジ
］
の
用
語
を
借
り
れ
ばV

ergitteru
n

g

︶
が
生
み
出
さ
れ
て
い
る

こ
と
、
こ
れ
ら
の
点
は
初
期
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
絵
画
︱
︱
﹁
フ
レ
マ
ー
ル

の
画
家
﹂［
図
5a
／
5b
］
や
ロ
ヒ
ー
ル
・
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
ウ
ェ
イ
デ
ン

［
例
え
ば
一
四
四
九
年
頃
の
︽
メ
デ
ィ
チ
の
聖
母
子
︾
図
7a
／
7b
］︶︱
︱

の
影
響
な
し
に
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。

一
種
の
﹁
格
子
化
﹂
現
象
は
ま
た
、﹁
ザ
ン
ク
ト
・
フ
ァ
イ
ト
祭
壇
の

画
家
﹂
の
一
四
八
七
年
の
︽
聖
セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ヌ
ス
の
殉
教
︾︵
図
8a
／

8b
︶
の
場
合
に
も
、
認
め
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
殉
教
者
の
足
元
左
手
の

キ
ク
ニ
ガ
ナ
お
よ
び
、
右
手
の
非
常
に
大
き
く
描
か
れ
た
イ
チ
ゴ
に
よ
っ

て
、
前
景
の
﹁
植
物
の
格
子
﹂
効
果
が
図
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
こ
の
作
品
は
デ
ュ
ー
ラ
ー
が
生
ま
れ
育
っ
た
十
五
世

図8a/8b Meister	des	St.	Veit–Altars 1487 (Nürnberg)
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紀
の
七
〇
︱
八
〇
年
代
の
ド
イ
ツ
美
術
の
歴
史
的
状
況
を
よ
く
示
す

も
の
で
あ
る
。
少
し
脇
道
に
そ
れ
る
が
、
当
時
は
交
差
す
る
線
の
動

き
に
支
配
さ
れ
た
表
現
主
義
的
様
式
が
活
況
を
呈
し
て
い
た
。︽
聖
セ

バ
ス
テ
ィ
ア
ヌ
ス
の
殉
教
︾
は
ド
イ
ツ
の
後
期
ゴ
シ
ッ
ク
の
い
わ
ゆ
る

﹁
形フ
ォ
ル
ム
フ
ェ
ア
フ
レ
ヒ
テ
ン

を
錯
綜
さ
せ
る
方
式
﹂
の
典
型
例
で
あ
っ
て
、
交
差
す
る
要
素
が
目

立
つ
︵
こ
れ
に
つ
い
て
は
拙
著
﹃
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
芸
術
﹄
四
ペ
ー
ジ
以
下

参
照
︶。
殉
教
者
を
は
じ
め
、
画
面
全
体
が
形
体
の
ラ
ビ
ュ
リ
ン
ト
ス
と

化
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
北
方
特
有
の
造
形
原
理
は
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
の

黙
示
録
木
版
画
に
も
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
で
植
物
表
現
と
い
う
我
々
の
目
下
の
課
題
に
戻
る

と
、
一
四
八
七
年
の
︽
聖
セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ヌ
ス
の
殉
教
︾
で
注
目
に
値
す

る
の
は
、
聖
人
の
足
元
左
手
の
キ
ク
ニ
ガ
ナ
の
表
現
で
あ
る
。
こ
の
植
物

種
が
な
ぜ
選
ば
れ
た
の
か
、
そ
の
象
徴
的
意
味
︵
悪
霊
払
い
の
植
物
か
︶

は
置
く
と
し
て
、
キ
ク
ニ
ガ
ナ
と
い
う
植
物
の
形
体
そ
の
も
の
が
重
要
だ

っ
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
画
面
に
は
、
例
え
ば
、
ア
イ
リ
ス
の
直
線
的

な
葉
な
ど
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
。
曲
線
的
で
入
り
組
ん
だ
キ
ク
ニ
ガ
ナ
の

茎
を
軸
に
回
転
す
る
、
座ロ
ゼ
ッ
ト葉︵
根
出
葉
が
放
射
状
に
地
上
に
広
が
っ
た
も

の
︶
こ
そ
、
こ
の
画
面
を
支
配
す
る
、
ね
じ
れ
錯
綜
し
た
ム
ー
ヴ
マ
ン
に

対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
時
代
様
式
の
特
徴
が
植
物
の
形
体
に

影
響
を
残
し
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
︵
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
ベ
ー
リ
ン
グ

﹃
中
世
の
板
絵
に
お
け
る
植
物
表
現
﹄
七
一
ペ
ー
ジ
参
照
︶。

さ
て
、
こ
れ
ま
で
に
我
々
は
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
以
前
の
十
五
世
紀
ド
イ
ツ

美
術
の
植
物
表
現
に
関
す
る
作
例
を
三
つ
︱
︱
﹁
ザ
ン
ク
ト
・
フ
ァ
イ
ト

祭
壇
の
画
家
﹂
の
一
四
八
七
年
の
作
品
︵
図
8a
／
8b
︶、
プ
ラ
イ
デ
ン
ヴ

ル
フ
の
一
四
六
〇
年
頃
の
作
品
︵
図
6a
／
6b
︶、
そ
し
て
、
コ
ン
ラ
ー
ト
・

ヴ
ィ
ッ
ツ
の
一
四
四
〇
年
頃
の
作
品
︵
図
4a
／
4b
︶
︱
取
り
上
げ
た
が
、

こ
れ
ら
で
は
い
ず
れ
も
、
植
物
表
現
は
主
と
し
て
画
面
の
前
景
に
限
ら
れ

て
い
た
。
今
度
は
、
画
面
全
体
が
植
物
表
現
で
満
た
さ
れ
て
い
る
も
の
を

見
て
み
よ
う
。
一
四
〇
〇
年
代
の
ド
イ
ツ
絵
画
の
作
例
で
一
画
面
の
中
に

最
も
多
種
な
植
物
が
描
き
込
ま
れ
て
い
る
の
は
お
そ
ら
く
、
フ
ラ
ン
ク
フ

ル
ト
に
あ
る
︽
パ
ラ
ダ
イ
ス
の
小
園
︾︵
図
9
︶
で
あ
ろ
う
。
一
四
一
〇

︱
一
四
二
〇
年
頃
に
上
部
ラ
イ
ン
川
流
域
で
制
作
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ

て
い
る
、
こ
の
板
絵
に
は
、
写
本
画
の
ご
と
き
小
品
︵26.3

×33.4cm

︶

な
が
ら
、
画
面
に
植
物
学
的
に
正
確
な
二
十
五
種
も
の
植
物
が
描
き
込

ま
れ
て
い
る
︵
ち
な
み
に
、
サ
ン
ド
ロ
・
ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
ル
リ
の
大
作
、

一
四
七
七
︱
一
四
七
八
年
頃
の
︽
ラ
・
プ
リ
マ
ヴ
ェ
ー
ラ
︾
で
は
約
四
十

種
の
花
が
確
認
で
き
る
と
い
う
︶。
例
え
ば
、
前
景
に
ス
ズ
ラ
ン
、
マ
ー

ガ
レ
ッ
ト
、
シ
ャ
ク
ヤ
ク
、
ヒ
ナ
ギ
ク
、
ス
ミ
レ
、
中
景
に
セ
イ
ヨ
ウ
サ

ク
ラ
ソ
ウ
、
ス
ノ
ー
フ
レ
ー
ク
、
イ
チ
ゴ
、
そ
し
て
、
後
景
に
様
々
な
種

類
の
ユ
リ
な
ど
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
開
花
期
は
そ
れ
ぞ
れ
異

な
っ
て
い
る
。
楽
園
の
庭
園
に
こ
そ
、
ふ
さ
わ
し
い
陣
容
で
あ
る
。
そ
し

て
、
こ
こ
に
登
場
す
る
植
物
は
す
べ
て
、
一
四
三
二
年
完
成
の
︽
ゲ
ン
ト

の
祭
壇
画
︾
の
天
国
の
草
地
に
も
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
︵
フ
ォ
ー
ゲ
ル
レ
ー
ナ
ー
﹃
学
術
お
よ
び
美
術
に
お
け
る
植

物
表
現
﹄
三
〇
ペ
ー
ジ
︶。

︽
パ
ラ
ダ
イ
ス
の
小
園
︾
の
植
物
表
現
が
当
時
と
し
て
は
、
き
わ
め
て
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ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
同
時
代
の
イ
タ
リ
ア

の
作
例
、
例
え
ば
、
国
際
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
の
北
イ
タ
リ
ア
の
画
家
、
ス
テ

ー
フ
ァ
ノ
・
ダ
・
ゼ
ヴ
ィ
オ
の
︽
バ
ラ
園
の
聖
母
子
︾︵
図
10
︶
と
比
べ

る
と
、
は
っ
き
り
す
る
だ
ろ
う
。
イ
タ
リ
ア
の
一
四
一
〇
年
頃
の
作
品
は

装
飾
性
一
点
張
り
で
、
現
実
の
植
物
の
表
現
と
は
程
遠
い
感
が
あ
る
。

も
う
一
度
、︽
パ
ラ
ダ
イ
ス
の
小
園
︾
の
植
物
表
現
に
戻
ろ
う
。
こ
の

愛
す
べ
き
ド
イ
ツ
の
小
品
が
一
四
一
〇
︱
一
四
二
〇
年
頃
に
制
作
さ
れ
た

の
で
あ
れ
ば
、
驚
く
べ
き
こ
と
に
、
一
四
三
二
年
完
成
の
︽
ゲ
ン
ト
の
祭

壇
画
︾︵
図
26a
／
26b
︶
に
先
立
つ
こ
と
に
な
る
。
な
る
ほ
ど
、
フ
ァ
ン
・

ア
イ
ク
兄
弟
の
手
に
な
る
︽
ゲ
ン
ト
の
祭
壇
画
︾
の
﹁
神
秘
の
仔
羊
の
礼図10 Stefano	da	Zevio c.1410 (Verona)

図9 Oberreihnischer	Meister c.1410–20? (Frankfurt)
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讃
﹂
の
画
面
に
認
め
ら
れ
る
三
次
元
的
空
間
感
覚
は
︽
パ
ラ
ダ
イ
ス
の
小

園
︾
に
は
ま
だ
、
欠
け
て
い
る
し
、
ま
た
、
ド
イ
ツ
の
作
品
の
エ
メ
ラ
ル

ド
グ
リ
ー
ン
の
草
地
の
表
現
は
、
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
の
そ
れ
と
比
べ
る
な

ら
ば
、
図
式
的
で
ぎ
こ
ち
な
い
。
け
れ
ど
も
、︽
パ
ラ
ダ
イ
ス
の
小
園
︾

に
お
け
る
草
地
以
外
の
植
物
形
体
自
体
は
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
表

現
で
あ
り
、︽
ゲ
ン
ト
の
祭
壇
画
︾
か
ら
大
幅
に
か
け
離
れ
る
も
の
で
は

な
い
。︽
パ
ラ
ダ
イ
ス
の
小
園
︾
の
制
作
年
代
の
問
題
を
こ
こ
で
検
討
す

る
余
裕
は
な
い
が
、
ド
イ
ツ
の
作
例
と
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
の
そ
れ
の
年
代

的
距
離
は
も
っ
と
縮
め
て
考
え
た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
両
者
は
最

終
的
に
は
共
通
の
ル
ー
ツ
に
遡
る
の
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
先
に
見
た
よ
う
に
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
登
場
以
前
の
十
五
世
紀

後
半
の
ド
イ
ツ
絵
画
の
植
物
表
現
に
初
期
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
絵
画
は
大
き

な
影
響
を
与
え
た
が
、
そ
も
そ
も
、
北
方
絵
画
の
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
テ
ィ
ッ

ク
な
植
物
表
現
の
源
流
は
一
体
、
ど
こ
に
求
め
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

そ
の
前
に
、
ド
イ
ツ
絵
画
に
お
け
る
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
植
物

表
現
は
、
一
四
〇
〇
年
以
前
に
は
見
出
さ
れ
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
お
き

た
い
。
そ
の
例
証
と
し
て
、
十
四
世
紀
の
作
例
を
二
つ
挙
げ
る
。
一
般
に
、

植
物
表
現
と
い
う
場
合
、
草
花
、
葉
っ
ぱ
、
樹
木
の
三
つ
に
分
け
ら
れ
る

が
、
こ
れ
ま
で
我
々
は
も
っ
ぱ
ら
、
草
花
を
見
て
き
た
。
葉
っ
ぱ
が
主
役

を
演
ず
る
の
は
、
何
と
言
っ
て
も
、
こ
の
報
告
で
は
触
れ
な
い
が
、
柱
頭

の
浮
彫
り
で
あ
る
。
今
こ
こ
で
問
題
と
す
る
の
は
、
樹
木
の
表
現
で
あ
る
。

先
ず
、
一
三
四
五
年
頃
の
ボ
ヘ
ミ
ア
の
板
絵
︽
橄
欖
山
の
キ
リ
ス
ト
︾

︵
図
11
︶
を
見
よ
う
。﹁
ホ
ー
エ
ン
フ
ル
ト
の
画
家
﹂
の
手
に
な
る
、
こ
の

作
品
で
は
、
上
り
勾
配
に
な
っ
て
い
る
岩
山
の
地
面
の
割
れ
目
が
星
形
の

小
さ
な
花
で
覆
わ
れ
、
そ
こ
に
様
式
化
さ
れ
た
ユ
リ
の
よ
う
な
花
が
混
ぜ

ら
れ
て
い
る
。
眠
り
こ
け
る
使
徒
た
ち
の
背
後
の
金
地
は
四
本
の
球
ク
ー
ゲ
ル
バ
ウ
ム

冠
樹

に
よ
っ
て
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
区
分
さ
れ
、
樹
冠
は
キ
ズ
タ
の
葉
、
月
桂
樹
の

葉
に
似
た
ロ
ゼ
ッ
ト
形
の
葉
、
お
よ
び
、
オ
ー
ク
の
葉
と
実
で
占
め
ら
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
き
わ
め
て
装
飾
的
な
葉
っ
ぱ
は
、
樹
冠
全
体
を
代
表

す
る
一
部
分p

ars p
ro

 to
to

と
し
て
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
様
式
化
さ

図 11 Meister	von	Hohenfurt c.1345 (Prag)
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れ
た
樹
木
表
現
は
、
中
世
美
術
特
有
の
﹁
シ
ル
エ
ッ
ト
樹
木
﹂︵
モ
ー
ゼ

ス｢
十
四
世
紀
お
よ
び
十
五
世
紀
の
ド
イ
ツ
美
術
に
お
け
る
植
物
表
現｣

一
六
一
ペ
ー
ジ
︶
の
タ
イ
プ
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。

次
に
、﹁
一
三
二
五
年
頃
の
ウ
ィ
ー
ン
の
画
家
﹂
の
︽
ノ
リ
・
メ
・
タ

ン
ゲ
レ
︾︵
図
12
︶
を
見
よ
う
。
こ
れ
は
、
ウ
ィ
ー
ン
近
郊
の
ク
ロ
ー
ス

タ
ー
ノ
イ
ブ
ル
ク
修
道
院
が
誇
る
ロ
マ
ネ
ス
ク
金
工
芸
術
の
傑
作
︽
ヴ
ェ

ル
ダ
ン
祭
壇
︾
の
裏
面
の
板
絵
の
一
枚
で
あ
り
、
ア
ル
プ
ス
以
北
に
お
け

る
ジ
ョ
ッ
ト
受
容
の
最
古
の
作
例
の
一
つ
と
し
て
有
名
な
も
の
で
あ
る
。

パ
ド
ヴ
ァ
の
ス
ク
ロ
ヴ
ェ
ー
ニ
礼
拝
堂
の
、
ジ
ョ
ッ
ト
に
よ
る
同
主
題
の

壁
画
︵
一
三
〇
四
︱
一
三
〇
五
年
頃
、
図
13
︶
と
比
べ
て
み
よ
う
。
両
方

共
、
キ
リ
ス
ト
の
復
活
と
、
復
活
し
た
キ
リ
ス
ト
の
地
上
へ
の
出
現
が
表

さ
れ
て
い
て
、
画
面
右
側
で
は
復
活
し
た
キ
リ
ス
ト
が
地
上
で
最
初
に
出

会
っ
た
マ
グ
ダ
ラ
の
マ
リ
ア
に
﹁
わ
れ
に
触
れ
る
な
﹂
と
告
げ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
ジ
ョ
ッ
ト
で
は
、
復
活
祭
の
時
期
に
ふ
さ
わ
し
く
、
山
の

端
に
配
さ
れ
た
樹
木
の
葉
は
落
ち
て
い
る
け
れ
ど
、
キ
リ
ス
ト
が
葬
ら
れ

た
と
こ
ろ
は
園
︵
ゲ
ッ
セ
マ
ネ
の
園
︶
だ
っ
た
の
で
、
画
家
は
振
り
返
る

キ
リ
ス
ト
と
、
彼
に
取
り
す
が
ろ
う
と
す
る
マ
グ
ダ
ラ
の
マ
リ
ア
と
の
間

に
二
本
の
小
さ
な
常
緑
の
潅
木
︱
月
桂
樹
に
似
て
は
い
る
が
、
植
物
種

は
特
定
で
き
な
い
︱
を
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
描
い
た
︵
ロ
ー
ゼ
ン

﹃
美
術
に
お
け
る
自
然
﹄
三
三
ペ
ー
ジ
参
照
︶。
と
こ
ろ
が
、
イ
タ
リ
ア
の

構
図
を
手
本
と
し
た
ウ
ィ
ー
ン
の
画
家
は
こ
れ
を
ひ
ょ
ろ
長
い
、
曲
が
り

く
ね
っ
た
幹
の
樹
木
に
変
更
し
て
、
岩
山
の
台
座
に
立
つ
、
長
く
引
き
伸

ば
さ
れ
た
非
実
体
的
な
キ
リ
ス
ト
の
形
体
が
描
く
弓
形
曲
線
に
対
応
さ
せ

た
。
樹
木
は
直
接
、
岩
山
の
地
面
か
ら
立
ち
上
が
り
、
ゆ
る
や
か
なS

字

形
を
描
く
が
、
こ
れ
は
無
論
、
現
実
世
界
の
す
が
た
を
写
し
た
も
の
で
は

な
い
。
中
世
盛
期
の
樹
木
表
現
全
般
に
特
徴
的
な
﹁
装オ
ル
ナ
メ
ン
ト
バ
ウ
ム

飾
樹
木
﹂︵
モ
ー

図12 Wiener	Meister c.1325 (Klosterneuburg)
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ゼ
ス　

前
掲
論
文　

一
六
一
ペ
ー
ジ
︶
の
一
種
で
あ
る
。

つ
い
で
に
﹁
装
飾
樹
木
﹂
の
最
た
る
例
と
し
て
、
一
二
三
〇
年
頃
の
ド

イ
ツ
の
写
本
画
を
見
よ
う
。
吟
遊
詩
人
た
ち
の
詩
集
﹃
カ
ル
ミ
ー
ナ
・
ブ

ラ
ー
ナ
﹄
の
詩
の
一
つ
に
施
さ
れ
た
挿
絵
︵
図
14
︶
で
あ
る
。﹁
森
の
風

景
﹂
と
名
づ
け
ら
れ
た
、
こ
の
ミ
ニ
ア
チ
ュ
ー
ル
に
描
か
れ
た
樹
木
は
、

い
ず
れ
も
何
ら
か
の
植
物
学
上
の
種
と
は
関
係
が
な
く
、
半
分
紋
章
的
な

も
の
や
、﹁
渦ラ
ン
ケ
ン
バ
ウ
ム

巻
き
樹
木
﹂︵
モ
ー
ゼ
ス　

前
掲
論
文　

一
六
二
ペ
ー
ジ
︶

が
見
出
さ
れ
る
。
画
面
下
半
分
の
三
本
の
大
木
の
う
ち
、
右
手
の
樹
は
一

つ
の
幹
か
ら
少
な
く
と
も
四
種
の
異
な
っ
た
葉
を
出
し
て
い
て
、
こ
こ
で

は
、
自
然
の
外
観
の
表
現
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
こ
と
が
よ

く
分
か
る
。
こ
の
ミ
ニ
ア
チ
ュ
ー
ル
は
、
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
植
物
の
形
や
活

発
な
動
物
の
動
き
に
よ
っ
て
、
森
の
生
気
を
伝
え
よ
う
と
す
る
想
像
上
の

風
景
画
で
あ
る
︵
こ
れ
に
つ
い
て
は
拙
著
﹃
風
景
画
の
出
現
﹄
二
六
ペ
ー

ジ
以
下
参
照
︶。

と
こ
ろ
で
、
今
し
が
た
取
り
上
げ
た
三
つ
の
樹
木
を
描
い
た
作
例
は
、

植
物
表
現
、
特
に
中
世
の
そ
れ
に
つ
い
て
の
本
質
的
問
題
を
我
々
に
教
え

て
く
れ
る
。
そ
も
そ
も
、
植
物
表
現
ほ
ど
、
様
式
化
と
自
然
模
倣
の
二
元

性
が
も
の
を
い
う
ジ
ャ
ン
ル
も
な
い
。
植
物
は
人
間
や
動
物
と
い
っ
た
他

の
有
機
体
以
上
に
様
式
化
に
適
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
茎
や
葉
は
そ
の
動

き
に
よ
っ
て
進
ん
で
芸
術
家
の
意
思
に
従
お
う
と
す
る
し
、
左
右
対
称
で

中
心
を
持
つ
花
は
す
で
に
装
飾
的
要
素
を
自
ら
の
う
ち
に
備
え
て
い
る
。

そ
し
て
、
樹
木
さ
え
も
芸
術
家
の
恣
意
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
我
々
は
こ
こ
で
よ
う
や
く
、
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
植
物

表
現
が
ど
の
よ
う
に
し
て
成
立
し
た
の
か
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
ス
ケ
ッ

チ
す
る
準
備
が
で
き
た
。
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
は
﹃
イ
デ
ア
﹄︵
前
掲
訳
書　

七
二
ペ
ー
ジ
︶
の
中
で
﹁
芸
術
作
品
は
現
実
を
そ
の
規
範
ど
お
り
に
忠
実

に
再
現
す
る
と
い
う
考
え
方
は
、
⋮
⋮
古
代
に
お
い
て
は
自
明
の
こ
と
で

図13 Giotto c.1304–05 (Padava)
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あ
っ
た
が
、
新
プ
ラ
ト
ン
主
義
に
よ
っ
て
根
絶
や
し
に
さ
れ
、
中
世
に

は
も
は
や
ほ
ぼ
一
顧
だ
に
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
た
﹂
と
言
っ
て
い
る
が
、

我
々
は
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
植
物
表
現
の
ル
ー
ツ
を
求
め
て
い
っ

た
ん
古
代
に
ま
で
立
ち
返
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス

テ
ィ
ッ
ク
な
植
物
表
現
が
古
代
末
期
以
降
、
初
期
中
世
の
経
過
と
と
も
に

廃
れ
、
一
四
〇
〇
年
頃
、
再
び
、
復
活
す
る
プ
ロ
セ
ス
を
辿
ろ
う
。

中
世
に
お
け
る
、
古
代
の
植

物
表
現
の
変
容
を
辿
る
の
に
は
、

植ヘ
ル
バ
リ
ウ
ム

物
誌
の
挿
絵
を
見
る
に
若
く

は
な
い
。
先
ず
、
現
存
最
古
の
ま

と
ま
っ
た
植
物
図
鑑
と
し
て
有

名
な
、
デ
ィ
オ
ス
コ
リ
デ
ス
︵
紀

元
六
〇
年
頃
に
活
躍
し
た
ギ
リ

シ
ア
人
薬
学
者
︶
の
著
し
た
﹃
薬

物
誌
﹄
の
ウ
ィ
ー
ン
写
本
︵C

o
d

. 

M
ed

. gr. 1

︶
を
見
よ
う
。
こ
れ
は
、

五
一
二
年
頃
に
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ

ノ
ポ
リ
ス
で
制
作
さ
れ
た
初
期
ビ

ザ
ン
テ
ィ
ン
の
ギ
リ
シ
ア
語
写
本

で
あ
り
、
そ
の
主
体
を
成
す
植
物

誌
の
セ
ク
シ
ョ
ン
に
は
三
七
六
葉

に
三
八
三
点
の
全
ペ
ー
ジ
大
の
見

事
な
植
物
図
が
残
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
れ
ら
自
体
は
、
自
然

観
察
に
基
づ
く
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
な

も
の
で
は
な
く
、
多
く
の
場
合
、

図14 Carmina	Burana c.1230 (München,	Clm.	4460,	fol.	64v)





19

ナチュラリスティックな植物表現の成立

ヘ
レ
ニ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
植
物
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
を
忠
実
に
コ
ピ
ー
し
た
も
の

で
あ
る
。
様
式
的
に
一
様
で
は
な
い
の
は
、
い
く
つ
か
の
年
代
が
異
な
る

手
本
に
従
っ
た
た
め
で
あ
る
︵
拙
論
文
﹁
ウ
ィ
ー
ン
の
﹃
デ
ィ
オ
ス
コ
リ

デ
ス
﹄
︱
そ
の
挿
絵
の
研
究
﹂
一
五
ペ
ー
ジ
以
下
参
照
︶。
例
え
ば
、
セ

イ
ヨ
ウ
オ
オ
バ
コ
︵
図
15
︶
の
よ
う
に
、
ヘ
レ
ニ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
ナ
チ
ュ

ラ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
的
な
植
物
図
、
そ
し
て
、
ス
イ
バ
属
の
植
物
の
よ
う
に
、

明
快
な
構
成
を
取
り
な
が
ら
も
、
空
間
的
に
対
象
を
と
ら
え
た
も
の
が
あ

る
一
方
、
図
式
的
で
平
面
的
に
表
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
。
こ
の
三
番
目
の

グ
ル
ー
プ
が
様
式
的
に
最
も
新
し
く
、
す
で
に
中
世
の
植
物
図
に
近
づ
い

て
い
る
。

西
洋
の
挿
絵
入
り
写
本
の
中
で
植
物
誌
は
、
星
座
と
並
ん
で
、
古
典
古

代
か
ら
近
代
に
至
る
ま
で
、
連
続
し
た
図
像
伝
統
が
辿
れ
る
ジ
ャ
ン
ル
で

あ
る
が
、
中
世
を
通
じ
て
デ
ィ
オ
ス
コ
リ
デ
ス
の
﹃
薬
物
誌
﹄
は
盛
ん
に

コ
ピ
ー
さ
れ
、
ギ
リ
シ
ア
語
の
み
な
ら
ず
、
ラ
テ
ン
語
版
も
作
製
さ
れ
た
。

そ
の
内
の
一
つ
、
十
世
紀
末
に
南
イ
タ
リ
ア
で
制
作
さ
れ
た
写
本
︵
ミ
ュ

ン
ヘ
ン
写
本C

lm
. 337

︶
の
ス
ミ
レ
の
図
︵
図
16
︶
を
初
期
ビ
ザ
ン
テ
ィ

ン
の
ウ
ィ
ー
ン
写
本
の
そ
れ
︵
図
17
︶
と
比
べ
て
み
る
と
、
古
代
起
源
の

ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
植
物
図
と
の
距
離
は
歴
然
と
し
て
い
る
。図16 Dioscorides	latinus

	 Saec.	XI	ex. (München,	Clm.	337,	fol.	66v)

図15 Dioscorides c.512 (Wien,	Cod.	Med.	gr.	1,	fol.	29v)
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同
様
の
こ
と
は
、
一
二
〇
〇
年
頃
ド
イ
ツ
で
制
作
さ
れ
た
ア
プ
レ
イ
ウ

ス
・
プ
ラ
ト
ニ
ク
ス
︵
も
し
く
は
偽
ア
プ
レ
イ
ウ
ス
︶
の
﹃
植
物
誌
﹄
に

つ
い
て
も
言
え
る
。
こ
れ
は
、
西
欧
中
世
を
通
じ
て
、
デ
ィ
オ
ス
コ
リ
デ

ス
の
﹃
薬
物
誌
﹄
以
上
に
各
地
で
多
数
の
写
本
が
制
作
さ
れ
た
古
代
末
期

起
源
の
植
物
図
鑑
で
あ
り
、
そ
の
原
型
は
四
世
紀
に
ラ
テ
ン
語
で
ギ
リ
シ

ア
・
ラ
テ
ン
語
文
献
に
基
づ
い
て
編
集
さ
れ
た
。
原
型
の
挿
絵
は
デ
ィ
オ

ス
コ
リ
デ
ス
の
﹃
薬
物
誌
﹄
同
様
、
複
数
の
手
本
か
ら
採
ら
れ
て
い
る
が
、

現
存
最
古
の
写
本
︵
六
世
紀
後
半
の
ラ
イ
デ
ン
写
本
︶
は
す
で
に
、
デ
ィ

オ
ス
コ
リ
デ
ス
の
ウ
ィ
ー
ン
写
本
と
比
べ
る
と
、
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
テ
ィ
ッ

ク
な
息
吹
に
乏
し
く
な
っ
て
い
る
。
一
二
〇
〇
年
頃
の
ド
イ
ツ
の
模
本

︵
ウ
ィ
ン
ザ
ー
写
本M

s 204

︶
の
ニ
ワ
シ
ロ
ユ
リ
そ
の
他
の
植
物
図
︵
図

18
︶
を
見
る
と
、
こ
こ
で
は
、
図
式
化
・
様
式
化
・
装
飾
化
の
度
合
い
が

大
い
に
進
行
し
て
い
て
、
ク
ラ
シ
カ
ル
な
植
物
図
鑑
の
絵
画
伝
統
が
完
全

に
消
え
去
っ
た
か
の
よ
う
な
感
が
あ
る
。

一
般
に
中
世
に
お
い
て
は
、
植
物
図
は
他
の
ク
ラ
シ
カ
ル
な
図
像
同
様
、

様
式
化
の
プ
ロ
セ
ス
に
晒
さ
れ
、
従
っ
て
、
個
々
の
植
物
種
の
客
観
的
な

再
現
は
急
速
に
低
下
し
て
い
っ
た
。
コ
ピ
ー
に
コ
ピ
ー
が
重
ね
ら
れ
れ
ば
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
形
体
が
誤
解
さ
れ
、
劣
化
し
て
植
物
種
が
同
定
で
き
な
く

な
る
運
命
は
避
け
が
た
い
。
そ
う
な
れ
ば
、
植
物
図
鑑
は
実
用
的
な
マ
ニ

ュ
ア
ル
と
し
て
は
機
能
し
な
く
な
る
。
実
際
、
ウ
ィ
ー
ン
の
古
代
末
期
の

デ
ィ
オ
ス
コ
リ
デ
ス
写
本
に
見
ら
れ
た
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
植
物

図18	 Apuleius	Platonicus
	 c.	1200 (Windsor,	Ms	204,	fol.	45r)

図17	 Dioscorides
	 c.512 (Wien,	Cod.	Med.	gr.	1,	fol.	30v)
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表
現
の
質
は
、
初
期
中
世
以
降
、
低
下
す
る
一
方
で
、
と
て
も
十
五
世
紀

ま
で
は
続
か
な
か
っ
た
。

植
物
表
現
の
刷
新
の
萌
芽
は
十
三
世
紀
の
南
イ
タ
リ
ア
に
見
ら
れ
る
。

そ
の
き
っ
か
け
は
、
十
一
世
紀
末
に
サ
レ
ル
ノ
が
、
西
欧
の
古
典
古
代
の

遺
産
を
引
き
継
い
で
い
た
ア
ラ
ビ
ア
の
自
然
科
学
の
影
響
の
も
と
、
医
学

研
究
の
中
心
と
な
り
、
南
イ
タ
リ
ア
で
は
数
多
く
の
古
代
の
医
学
・
薬
学

書
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
と
と
も
に
、
新
た
な
植
物
誌
の
需

要
が
起
こ
っ
た
。
十
二
世
紀
に
サ
レ
ル
ノ
で
編
纂
さ
れ
た
﹃
コ
ン
ペ
ン
デ

ィ
ウ
ム
・
サ
レ
ル
ニ
タ
ー
ヌ
ム
﹄︵﹃
簡
易
医
学
書
﹄
あ
る
い
は
﹃
セ
ク
レ

ー
タ
・
サ
レ
ル
ニ
タ
ー
ナ
﹄︶
は
お
そ
ら
く
最
初
、
挿
絵
が
な
か
っ
た
が
、

一
三
〇
〇
年
ま
で
に
は
ピ
ク
チ
ャ
ー
・
ブ
ッ
ク
に
転
じ
、
植
物
図
鑑
の
歴

史
に
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。

現
存
最
古
の
挿
絵
入
り
﹃
コ
ン
ペ
ン
デ
ィ
ウ
ム
・
サ
レ
ル
ニ
タ
ー
ヌ

ム
﹄
は
、
一
二
八
〇
年
頃
と
一
三
一
〇
年
頃
の
間
の
時
期
に
南
イ
タ
リ
ア

の
サ
レ
ル
ノ
で
制
作
さ
れ
た
ロ
ン
ド
ン
写
本
︵Egerto

n
 M

s 747

︶
で
あ

る
。
こ
の
写
本
の
重
要
性
に
初
め
て
注
目
し
た
の
は
ペ
ヒ
ト
︵
一
九
五
〇

年
の
画
期
的
論
文
﹁
初
期
イ
タ
リ
ア
の
自
然
研
究
お
よ
び

初
期
カ
レ
ン
ダ
ー
風
景
画
﹂
二
八
ペ
ー
ジ
以
下
︶
で
あ
る

が
、
こ
の
写
本
に
至
っ
て
、
よ
う
や
く
、
古
代
末
期
以
来
、

初
め
て
自
然
研
究
の
要
素
を
含
む
新
た
な
植
物
図
が
登
場

し
た
の
で
あ
る
。
自
然
研
究
へ
と
写
本
画
家
を
促
し
た
の

は
、
彼
の
内
的
な
美
的
要
求
で
は
な
く
、
説
明
手
段
と
し

て
の
絵
画
表
現
を
重
視
し
た
経
験
科
学
の
発
達
に
伴
う
外

的
刺
激
で
あ
っ
た
。
医
学
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
と
し
て
の
植

物
図
鑑
の
価
値
を
回
復
す
る
に
は
、
何
よ
り
も
自
然
を
注

意
深
く
観
察
し
て
植
物
種
の
同
定
を
容
易
に
す
る
表
現
が

肝
要
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
は
、
こ
の
段
階
で
は
、
ナ
チ

ュ
ラ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
表
現
効
果
を
多
少
、
犠
牲
に
し
て

も
、
単
純
化
が
行
わ
れ
た
。

ロ
ン
ド
ン
写
本
七
四
七
番
の
ク
ロ
タ
ネ
ソ
ウ
の
図
︵
図

19
︶
を
見
よ
う
。
南
イ
タ
リ
ア
の
写
本
画
家
は
こ
こ
で
、

図19	 Compendium	Salernitanum	
	 zwischen	c.	1280	und	c.	1310
	 (London,	Egerton	Ms	474,	fol.	68v)
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直
に
自
然
に
向
き
合
う
た
め
に
、
地
元
の
植
物
相
を
フ
ル
活
用
し
た
の
で

あ
る
が
、
し
か
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
自
然
研
究
に
の
み
基
づ
く
、
真
の

意
味
で
の
植
物
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
が
生
ま
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
ペ
ヒ
ト

︵
前
掲
論
文　

二
九
ペ
ー
ジ
︶
が
明
察
し
た
よ
う
に
、
こ
の
場
合
は
、
古

典
古
代
起
源
の
植
物
図
と
生
の
モ
デ
ル
が
注
意
深
く
比
較
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。
画
家
は
古
い
、
伝
来
の
モ
デ
ル
を
も
修
正
し
よ
う
と
試
み
た
わ

け
で
あ
る
。
し
か
し
、
デ
ィ
テ
ー
ル
の
観
察
は
詳
細
で
あ
ろ
う
と
も
、
植

物
全
体
と
し
て
は
ま
だ
、
各
部
分
の
有
機
的
な
関
連
が
捉
え
ら
れ
て
は
い

な
い
。
け
れ
ど
も
、
人
工
的
な
感
じ
が
否
め
な
い
と
は
言
え
、
明
快
な
構

成
の
植
物
図
と
な
っ
て
い
る
。

同
じ
写
本
の
イ
タ
リ
ア
カ
サ
マ
ツ
の
図
︵
図
20
︶
の
場
合
も
、
同
様
で

あ
る
。
こ
こ
で
は
、
針
状
葉
と
松
ぼ
っ
く
り
は
正
し
く
描
か
れ
て
い
る
が
、

全
体
は
小
さ
な
植
物
の
よ
う
で
あ
り
、
樹
木
と
は
言
え
な
い
。
伝
統
的
な

植
物
の
図
式
に
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
デ
ィ
テ
ー
ル
を
押
し
付
け
る

の
に
固
執
し
た
結
果
で
あ
っ
て
、﹁
半
分
絵
画
で
、
半
分
図ダ
イ
ア
グ
ラ
ム
式
﹂︵
ペ
ヒ

ト　

前
掲
論
文　

三
〇
ペ
ー
ジ
︶
で
あ
る
。

植
物
図
鑑
の
挿
絵
に
真
の
意
味
で
の
現
実
の
植
物
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
が

現
れ
る
の
に
は
、
さ
ら
に
百
年
を
要
し
た
。
十
三
世
紀
後
半
、
医
学
の

中
心
は
北
イ
タ
リ
ア
に
移
り
、
そ
れ
と
と
も
に
挿
絵
り
の
医
学
・
植
物

書
が
こ
こ
で
制
作
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
そ
の
中
で
一
三
九
〇
年
頃

と
一
四
〇
四
年
の
間
の
時
期
に
、
パ
ド
ヴ
ァ
で
制
作
さ
れ
た
﹃
植
物
誌
﹄

の
写
本
に
添
え
ら
れ
た
挿
絵
は
、
近
世
最
初
の
真
に
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
テ

ィ
ッ
ク
な
植
物
図
と
呼
ん
で
よ
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
ロ
ン
ド
ン
写
本

二
〇
二
〇
番
は
、
い
わ
ば
、
同
時
代
の
ロ
ン
バ
ル
デ
ィ
ア
の
芸
術
家
ジ

ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
ー
ノ
・
デ
・
グ
ラ
ッ
シ
の
動
物
の
﹃
素
描
帳
﹄︵
ベ
ル
ガ
モ

市
立
図
書
館
︶
の
植
物
版
と
も
言
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
自
然
研
究
の
初

期
段
階
を
代
表
す
る
作
品
の
一
つ
で
あ
る
。
ロ
ン
ド
ン
写
本

二
〇
二
〇
番
の
写
本
画
家
は
パ
タ
ー
ン
ブ
ッ
ク
に
背
を
向
け
、

自
然
と
直
接
、
向
き
合
っ
た
芸
術
家
で
あ
っ
た
。
植
物
誌
の
挿

絵
の
新
し
い
実
験
が
パ
ド
ヴ
ァ
で
行
わ
れ
た
こ
と
は
偶
然
で
は

な
い
。
と
い
う
の
は
、
パ
ド
ヴ
ァ
大
学
の
医
学
部
は
十
四
世
紀

十
五
世
紀
に
、
ち
ょ
う
ど
十
二
世
紀
十
三
世
紀
に
サ
レ
ル
ノ
の

医
学
校
が
担
っ
た
の
と
同
じ
役
割
を
果
た
し
た
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
し
て
も
、
自
然
研
究
は
経
験
科
学
の
成
長
と
歩
調
を
合
わ

せ
た
の
で
あ
る
。

ロ
ン
ド
ン
写
本
二
〇
二
〇
番
は
、
十
二
世
紀
の
ア
ラ
ビ
ア
人

図20	 Compendium	Salernitanum
	 zwischen	c.1280	und
	 c.1310	(London,	Egerton
	 Ms	474,	fol.	74v)
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医
師
セ
ラ
ピ
オ
ン
︵
子
︶
の
﹃
植
物
誌
﹄
の
イ
タ
リ
ア
語
版
で
あ
り
、
パ

ド
ヴ
ァ
の
君
主
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
カ
ラ
ー
ラ︵
子
︶
の
た
め
に
制
作
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
約
三
百
葉
の
フ
ォ
リ
オ
か
ら
な
り
、
挿
絵
の
た
め
に

空
白
部
が
多
数
残
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
実
際
に
は
五
〇
点
ほ
ど
し
か
挿

絵
は
施
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
有
名
な
﹃
カ
ラ
ー
ラ
植
物
誌
﹄

は
伝
統
的
な
古
代
末
期
あ
る
い
は
中
世
の
植
物
図
鑑
か
ら
脱
し
て
、
決
定

的
に
新
た
な
る
ス
テ
ッ
プ
を
踏
み
出
し
た
画
期
的
な
植
物
図
鑑
で
あ
っ
た
。

例
え
ば
、
エ
ン
ド
ウ
の
図
︵
図
21
︶
を
見
て
み
よ
う
。
パ
ド
ヴ
ァ
の
写
本

画
家
は
従
来
の
植
物
図
鑑
の
挿
絵
と
は
全
く
異
な
る
、
新
し
い
コ
ン
セ
プ

ト
で
対
象
を
描
い
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
伝
統
的
な
図
鑑
で
は
植
物
は

教
育
的
な
目
的
の
た
め
に
、
そ
の
全
体
︱
根
、
茎
、
葉
、
花
や
実

︱
が
表
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
こ
で
は
、
対
象
の
一
セ

ク
シ
ョ
ン
し
か
描
か
れ
て
い
な
い
。
画
家
は
植
物
が
自
然
の
中
で

育
つ
姿
で
、
生
の
植
物
を
捉
え
よ
う
と
し
た
の
で
あ
り
、
博
物
館

の
標
本
の
よ
う
な
、
整
っ
た
構
成
の
植
物
図
を
意
図
し
た
か
っ
た

の
で
は
な
い
。

畑
地
の
雑
草
、
セ
イ
ヨ
ウ
ヒ
ル
ガ
オ
の
図
︵
図
22
︶
は
ま
こ
と

に
圧
巻
で
あ
る
。
植
物
の
み
ず
み
ず
し
い
生
気
を
十
分
に
感
じ
さ

せ
る
、
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
植
物
図
の
最
高
傑
作
の
一
つ

と
言
っ
て
よ
い
。
こ
こ
で
は
、
写
本
ペ
ー
ジ
の
画
平
面
が
仮
想
空

間
と
化
し
、
絵
画
的
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
に
富
む
ま
こ
と
に
魅
力
的

な
植
物
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
が
生
み
出
さ
れ
て
い
る
。
図
鑑
の
教
育
的

な
機
能
か
ら
離
れ
た
、
美
的
な
問
題
が
画
家
の
心
を
突
き
動
か
し

た
に
違
い
な
い
。
自
然
の
生
の
印
象
が
ま
さ
に
芸
術
的
イ
マ
ジ
ネ

ー
シ
ョ
ン
を
刺
激
し
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
う
し
て
、
一
四
〇
〇
年
頃
の
北
イ
タ
リ
ア
で
ナ

チ
ュ
ラ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
植
物
表
現
が
成
立
し
た
わ
け
で
あ

る
が
、
こ
こ
か
ら
、
一
本
の
道
が
、
一
方
で
は
、
ピ
サ
ネ
ッ
ロ

図21	 Carrara	Herbarium
	 zwischen	c.	1390	und	1404
	 (London,	Egerton	Ms	2020,	fol.	26r)
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︵
図
23
︶
と
レ
オ
ナ
ル
ド
︵
図
2
︶
の
植
物
素
描
へ
、
そ
し
て
、
他
方
で

は
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
植
物
水
彩
︵
図
１
︶
へ
と
続
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
ピ
サ
ネ
ッ
ロ
を
除
い
て
、
ク
ァ
ッ
ト
ロ
チ
ェ
ン
ト
の
イ
タ
リ

ア
の
芸
術
家
た
ち
は
、
視
覚
世
界
の
新
た
な
次
元
を
切
り
開
い
た
、
植

図22	 Carrara	Herbarium
	 zwischem	c.1390	und	1404
	 (London,	Egerton	Ms	2020,	fol.	33r)
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物
と
い
う
人
ノ
ン
・
ヒ
ュ
ー
マ
ン

間
外
の
世
界
の
発
見
の
成
果
を
あ
ま
り
活
用
し
な
か
っ
た
。

一
四
〇
〇
年
頃
の
北
イ
タ
リ
ア
が
成
し
遂
げ
た
、
植
物
表
現
の
記
述
的
個

別
的
な
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ズ
ム
を
積
極
的
に
採
り
入
れ
た
の
は
北
方
、
す
な
わ

ち
、
フ
ラ
ン
ス
、
そ
し
て
、
と
り
わ
け
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
の
芸
術
家
た
ち

で
あ
っ
た
。

例
え
ば
、
一
四
一
三
︱
一
四
一
六
年
頃
に
制
作
さ
れ
た
﹃
い
と
も
豪

華
な
る
時
禱
書
﹄
の
エ
ル
マ
ン
・
ド
・
ラ
ン
ブ
ー
ル
の
ミ
ニ
ア
チ
ュ
ー

ル
︽
パ
ン
と
魚
の
奇
跡
︾
の
場
面
︵
図
24a
︶
の
縁
飾
り
︵
図
24b
︶
を
見
よ
う
。

こ
の
ヒ
エ
ン
ソ
ウ
の
縁
飾
り
は
﹁
ジ
ャ
ン
・
サ
ン
・
プ
ー
ル
の
聖
務
日
課

書
の
画
家
﹂
に
よ
り
描
か
れ
た
が
、
同
じ
写
本
の
他
の
伝
統
的
で
平
凡
な

欄
外
装
飾
と
比
べ
て
、
際
立
っ
て
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
で
イ
リ
ュ
ー

ジ
ョ
ン
に
富
ん
だ
植
物
表
現
と
し
て
注
目
に
値
す
る
。
こ
こ
で
は
、
青
色

も
清
々
し
い
ヒ
エ
ン
ソ
ウ
の
柔
ら
か
な
そ
う
な
花
び
ら
が
カ
タ
ツ
ム
リ
か

図23 Pisanello Saec.	XV1 (Paris)

図24a/24b Très	Riches	Heures
	 	 c.	1413–16
	 	 (Chantilly,	Ms	65,	fol.	168v)
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ら
生
え
出
し
て
、
自
由
に
現
実
空
間
の
中
で
咲
き
誇
っ
て
い
る
様
が
み
ご

と
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
。

も
う
一
つ
例
を
挙
げ
れ
ば
、
一
四
一
七
年
頃
、
パ
リ
使
用
の
﹃
時

禱
書
﹄
を
制
作
し
た
フ
ラ
ン
ス
東
部
の
写
本
画
家
︵﹁
ウ
ォ
ル
タ
ー
ス

二
一
九
番
の
画
家
﹂︶
は
、
ロ
ン
バ
ル
デ
ィ
ア
風
の
月
暦
図
の
欄
外
装
飾

︵
図
25
︶
と
し
て
、
伸
び
る
茎
と
と
も
に
み
ず
み
ず
し
い
花
弁
と
葉
の
特

徴
を
的
確
に
捉
え
て
大
き
く
描
い
た
が
、
こ
れ
は
入
念
な
自
然
研
究
な
し

に
は
不
可
能
な
表
現
と
言
っ
て
よ
い
。
な
お
、
こ
の
よ
う
な
、
植
物
を
主

要
画
面
の
縁
飾
り
と
し
て
配
す
る
方
式
は
そ
も
そ
も
、
ロ
ン
バ
ル
デ
ィ
ア

起
源
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
一
四
〇
〇
年
頃
の
北
イ
タ
リ
ア
で
成
立
し
た
、
ナ
チ
ュ
ラ

リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
植
物
表
現
の
成
果
を
取
り
入
れ
た
北
方
の
芸
術
家
た
ち

は
、
植
物
を
単
に
記
述
的
個
別
的
に
研
究
し
た
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
彼

ら
の
本
領
は
む
し
ろ
、
植
物
を
イ
タ
リ
ア
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
た
ち
の
よ

う
に
孤
立
的
に
表
現
す
る
の
で
は
な
く
、
植
物
の
自
然
環
境
と
不
可
分
の
、

つ
ま
り
、
生
存
空
間
の
一
部
と
し
て
捉
え
る
こ
と
に
発
揮
さ
れ
た
。
北
方

諸
派
は
植
物
の
記
述
的
個
別
的
な
自
然
研
究
に
促
さ
れ
て
、
突
然
、
画
面

全
体
に
及
ぶ
、
均
質
な
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
様
式
を
写
本
画
の
み

な
ら
ず
、
板
絵
で
も
発
展
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結

果
、
自
然
の
発
見
は
風
景
表
現
の
発
見
に
つ
な
が
っ
た
。

ち
な
み
に
、
独
立
し
た
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
の
風
景
画
の
成
立
に
は
他
面

で
は
、
慧
眼
の
我
が
師
ペ
ヒ
ト
︵
前
掲
論
文　

三
二
ペ
ー
ジ
以
下
︶
が
指

摘
し
た
よ
う
に
、
そ
れ
ま
で
ア
ノ
ニ
マ
ス
で
あ
っ
た
風
景
に
ポ
ー
ト
レ
ー

ト
的
特
徴
が
導
入
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
に
は
、
植
物
が
自

然
環
境
の
一
部
と
し
て
表
さ
れ
て
い
る
、
ロ
ン
バ
ル
デ
ィ
ア
の
植
物
図
鑑

の
一
種
︵﹃
タ
ク
イ
ヌ
ム
・
サ
ニ
タ
ー
テ
ィ
ス
︵
健
康
全
書
︶﹄
が
大
き
く

貢
献
し
た
︵
拙
著
﹃
風
景
画
の
出
現
﹄
八
九
ペ
ー
ジ
以
下
参
照
︶。
こ
れ

に
つ
い
て
は
、
し
か
し
、
こ
の
報
告
の
枠
内
で
扱
う
余
裕
は
な
い
。

最
後
に
な
る
が
、
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
表
さ
れ
た
個
々
の
植
物

を
自
然
環
境
の
中
で
綿
密
に
描
い
た
代
表
的
な
北
方
の
作
例
と
し
て
、
初

期
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
絵
画
の
創
始
者
、
フ
ァ
ン
・
ア
イ
ク
兄
弟
に
よ
り

一
四
三
二
年
に
完
成
さ
れ
た
︽
ゲ
ン
ト
の
祭
壇
画
︾
の
﹁
神
秘
の
仔
羊
の

礼
讃
﹂
の
デ
ィ
テ
ー
ル
︵
図
26a
／
26b
︶
を
見
よ
う
。
画
面
右
側
上
部
に
配

図25	 Master	of	Walters	219	Hours
	 c.1417	(Dublin,	Ms	94,	fol.	6r)
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さ
れ
た
聖
な
る
処
女
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
右
下
の
草
地
に
は
、
白
ユ
リ
、
ア

イ
リ
ス
、
ク
ル
マ
バ
ソ
ウ
、
そ
れ
に
、
オ
ダ
マ
キ
や
ボ
タ
ン
属
の
植
物
等

が
自
生
す
る
姿
が
克
明
に
か
つ
生
き
生
き
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ

こ
そ
、
正
確
な
観
察
に
基
づ
く
植
物
表
現
の
極ス
ン
マ致
で
あ
り
、
ヤ
ン
・
フ

ァ
ン
・
ア
イ
ク
が
成
し
遂
げ
た
可
視
世
界
の
征
服
の
一
大
記
念
碑
で
あ

る
。
彼
の
自
然
研
究
素
描
が
残
さ
れ
て
い
た
と
し
た
ら
、
お
そ
ら
く
デ
ュ

ー
ラ
ー
の
︽
大
き
な
草
む
ら
︾︵
図
１
︶に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

デ
ュ
ー
ラ
ー
の
観
察
力
の
鋭
さ
と
明
澄
さ
に
は
、
ヤ
ン
の
水
晶
の
よ
う
に

澄
み
き
っ
た
迫
真
的
リ
ア
リ
ズ
ム
に
肉
薄
す
る
要
素
が
大
い
に
あ
る
と
思

う
。以

上
の
私
の
報
告
の
流
れ
を
手
短
に
ま
と
め
て
お
こ
う
。
デ
ュ
ー
ラ
ー

以
前
の
十
五
世
紀
後
半
の
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
の
画
家
た
ち
︵
図
6a
／
6b
・

8a
／
8b
︶
は
、
三
十
年
以
上
も
前
に
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
、
初
期
ネ
ー
デ

ル
ラ
ン
ト
絵
画
︵
図
3a
／
3b
・
5a
／
5b
・
7a
／
7b
︶
の
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
テ

ィ
ッ
ク
な
植
物
表
現
の
影
響
を
受
け
た
。
彼
ら
は
﹁
遅ル
タ
ル
ダ
テ
ー
ル

れ
て
き
た
者
﹂
と

さ
れ
る
の
が
常
の
板
絵
の
画
家
だ
っ
た
わ
け
だ
が
、
同
じ
板
絵
の
分
野
で

も
、
十
五
世
紀
初
頭
の
上
部
ラ
イ
ン
川
流
域
を
見
る
と
、
こ
こ
に
は
、
い

ち
早
く
︱
多
分
、
初
期
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
絵
画
と
ほ
と
ん
ど
同
時
期
に

︱
注
目
す
べ
き
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
植
物
表
現
を
達
成
し
た
画

家
︵
図
9
︶
が
い
た
。
こ
の
作
品
以
前
、
す
な
わ
ち
、
初
期
ネ
ー
デ
ル
ラ

ン
ト
絵
画
の
創
始
以
前
の
十
四
世
紀
ド
イ
ツ
絵
画
︵
図
11
・
12
︶
に
お
け

る
植
物
表
現
は
、
中
世
美
術
特
有
の
非
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
様

式
︵
図
14
︶
を
示
す
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
古
典
古
代
に
は
、
ナ
チ
ュ
ラ

図26a/26b van	Eyck
	 	 1432	(Gent)
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リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
植
物
表
現
の
伝
統
が
あ
っ
た
︵
図
15
・
17
︶。
し
か
し
、

こ
れ
は
、
古
代
末
期
以
降
、
初
期
中
世
の
進
展
と
と
も
に
失
わ
れ
て
い
っ

た
︵
図
16
・
18
︶。
そ
し
て
、
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
植
物
表
現
復

活
の
兆
し
は
一
三
〇
〇
年
頃
の
南
イ
タ
リ
ア
の
写
本
画
︵
図
19
・
20
︶
に

見
ら
れ
た
も
の
の
、
真
に
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
植
物
表
現
が
復
活

す
る
の
は
、
更
に
百
年
後
、
一
四
〇
〇
年
頃
の
北
イ
タ
リ
ア
の
写
本
画

︵
図
21
・
21
︶
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
こ
の
画
期
的
な
成
果
は
、
と
こ
ろ
が
、

ク
ァ
ッ
ト
ロ
チ
ェ
ン
ト
の
イ
タ
リ
ア
美
術
で
は
あ
ま
り
注
目
さ
れ
ず
、
そ

れ
を
活
用
し
た
の
は
、
北
方
の
、
す
な
わ
ち
、
フ
ラ
ン
ス
︵
図
24a
／
24b
・

25
︶や
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト︵
図
26a
／
26b
︶の
画
家
た
ち
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、

彼
ら
は
精
密
な
自
然
研
究
に
基
づ
く
、
個
別
的
な
植
物
表
現
に
と
ど
ま
ら

ず
、
植
物
を
自
然
環
境
の
中
で
捉
え
よ
う
と
し
た
。
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
︽
大

き
な
草
む
ら
︾︵
図
１
︶
は
こ
の
系
譜
上
に
位
置
付
け
ら
れ
る
。

図
版
リ
ス
ト

１　

ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
デ
ュ
ー
ラ
ー
︽
大
き
な
草
む
ら
︾
一
五
〇
三
年 

水
彩
と
グ
ワ
ッ
シ
ュ　

ウ
ィ
ー
ン
、
ア
ル
ベ
ル
テ
ィ
ー
ナ

２　

レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
︽
ベ
ツ
レ
ヘ
ム
の
星
︵
オ
オ
ア
マ
ナ
︶、

キ
ン
ポ
ウ
ゲ
、ト
ウ
ダ
イ
グ
サ
︾
一
五
〇
六
︱
一
五
〇
八
年
頃　

ウ
ィ

ン
ザ
ー
城
王
立
図
書
館
︵n

. 12424

︶

3a
／
3b　

ヤ
ン
・
フ
ァ
ン
・
ア
イ
ク
︽
泉
の
聖
母
︾
一
四
三
九
年　

ア

ン
ト
ウ
ェ
ル
ペ
ン
王
立
美
術
館

4a
／
4b　

コ
ン
ラ
ー
ト
・
ヴ
ィ
ッ
ツ
︽
金
門
の
出
会
い
︾
一
四
四
〇
年

頃　

バ
ー
ゼ
ル
美
術
館

5a
／
5b　

フ
レ
マ
ー
ル
の
画
家
︽
聖
ヴ
ェ
ロ
ニ
カ
︾
一
四
三
〇
年
頃　

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、
シ
ュ
テ
ー
デ
ル
美
術
館

6a
／
6b　

ハ
ン
ス
・
プ
ラ
イ
デ
ン
ヴ
ル
フ
︽
聖
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
︾

一
四
六
〇
年
頃　

ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
、
ゲ
ル
マ
ン
民
族
博
物
館

7a
／
7b　

ロ
ヒ
ー
ル
・
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
ウ
ェ
イ
デ
ン
︽
メ
デ
ィ
チ
の

聖
母
子
︾
一
四
四
九
年
頃　

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、
シ
ュ
テ
ー
デ
ル
美

術
館

8a
／
8b　

ザ
ン
ク
ト
・
フ
ァ
イ
ト
祭
壇
の
画
家
︽
聖
セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ヌ

ス
の
殉
教
︾︵
ザ
ン
ク
ト
・
フ
ァ
イ
ト
の
祭
壇
画
︶一
四
八
七
年　

ニ
ュ

ル
ン
ベ
ル
ク
、
ゲ
ル
マ
ン
民
族
博
物
館

９　

上
部
ラ
イ
ン
川
地
方
の
画
家
︽
パ
ラ
ダ
イ
ス
の
小
園
︾
一
四
一
〇

︱
一
四
二
〇
年
頃
？　

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、
シ
ュ
テ
ー
デ
ル
美
術
館

10　

ス
テ
ー
フ
ァ
ノ
・
ダ
・
ゼ
ヴ
イ
オ
︽
バ
ラ
園
の
聖
母
子
︾

一
四
一
〇
年
頃　

ヴ
ェ
ロ
ー
ナ
、
カ
ス
テ
ル
ヴ
ェ
ッ
キ
オ
美
術
館

11　

ホ
ー
エ
ン
フ
ル
ト
の
画
家
︵
一
三
四
五
年
頃
の
ボ
ヘ
ミ
ア
の
画
家
︶

︽
橄
欖
山
の
キ
リ
ス
ト
︾
一
三
四
五
年
頃　

プ
ラ
ハ
、
国
立
絵
画
館

12　

一
三
二
五
年
頃
の
ウ
ィ
ー
ン
の
画
家
︽
ノ
リ
・
メ
・
タ
ン
ゲ
レ
︾

︵
ヴ
ェ
ル
ダ
ン
祭
壇
裏
面
︶　

一
三
二
五
年
頃　

ク
ロ
ー
ス
タ
ー
ノ
イ

ブ
ル
ク
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
会
修
道
院
聖
堂

13　

ジ
ョ
ッ
ト
・
デ
ィ
・
ボ
ン
ド
ー
ネ
︽
ノ
リ
・
メ
・
タ
ン
ゲ
レ
︾

一
三
〇
四
︱
一
三
〇
五
年
頃　

パ
ド
ヴ
ァ
、
ス
ク
ロ
ヴ
ェ
ー
ニ
礼
拝

堂
14　
﹃
カ
ル
ミ
ー
ナ
・
ブ
ラ
ー
ナ
﹄︽
森
の
風
景
︾
バ
イ
エ
ル
ン
、

一
二
三
〇
年
頃　

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
、
バ
イ
エ
ル
ン
国
立
図
書
館
︵C

lm
. 
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ナチュラリスティックな植物表現の成立

4660, fo
l.64v

︶

15　

デ
ィ
オ
ス
コ
リ
デ
ス
著
﹃
薬
物
誌
﹄︽
セ
イ
ヨ
ウ
オ
オ
バ
コ
︾　

コ

ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ポ
リ
ス
、
五
一
二
年
頃　

ウ
ィ
ー
ン
、
オ
ー
ス
ト

リ
ア
国
立
図
書
館
︵C

o
d

. M
ed

. gr. 1, fo
l. 29v

︶

16　

デ
ィ
オ
ス
コ
リ
デ
ス
著
﹃
薬
物
誌
﹄︵
ラ
テ
ン
語
版
︶︽
ス
ミ
レ
︾

　

南
イ
タ
リ
ア
、
十
世
紀
末　

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
、
バ
イ
エ
ル
ン
国
立
図

書
館
︵C

lm
. 337, fo

l. 66v

︶

17　

デ
ィ
オ
ス
コ
リ
デ
ス
著﹃
薬
物
誌
﹄︽
ス
ミ
レ
︾　

コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ

ノ
ポ
リ
ス
、
五
一
二
年
頃　

ウ
ィ
ー
ン
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
立
図
書

館
︵C

o
d

. M
ed

. gr. 1, fo
l. 30v

︶

18　

ア
プ
レ
イ
ウ
ス
・
プ
ラ
ト
ニ
ク
ス
著
﹃
植
物
誌
﹄
ド
イ
ツ
、

一
二
〇
〇
年
頃　

ウ
ィ
ン
ザ
ー
、
イ
ー
ト
ン
・
カ
レ
ッ
ジ
・
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
︵M

s 204, fo
l. 45r

︶

19　
﹃
コ
ン
ペ
ン
デ
ィ
ウ
ム
・
サ
レ
ル
ニ
タ
ー
ヌ
ム
﹄︽
ロ
タ
ネ
ソ
ウ
︾

サ
レ
ル
ノ
、
一
二
八
〇
年
頃
と
一
三
一
〇
年
頃
の
間　

ロ
ン
ド
ン
、

ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
︵Egerto

n
 M

s 747, fo
l. 68v

︶

20　
﹃
コ
ン
ペ
ン
デ
ィ
ウ
ム
・
サ
レ
ル
ニ
タ
ー
ヌ
ム
﹄︽
イ
タ
リ
ア
カ
サ

マ
ツ
︾　

サ
レ
ル
ノ
、
一
二
八
〇
年
頃
と
一
三
一
〇
年
頃
の
間　

ロ

ン
ド
ン
、
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
︵Egerto

n
 M

s 747, 

fo
l. 74v

︶

21　
﹃
カ
ラ
ー
ラ
植
物
誌
﹄︽
エ
ン
ド
ウ
︾　

パ
ド
ヴ
ァ
、
一
三
九
〇
年

頃
と
一
四
〇
四
年
の
間　

ロ
ン
ド
ン
、
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
︵Egerto

n
 M

s 2020, fo
l. 26r

︶

22　
﹃
カ
ラ
ー
ラ
植
物
誌
﹄︽
セ
イ
ヨ
ウ
ヒ
ル
ガ
オ
︾　

パ
ド
ヴ
ァ
、

一
三
九
〇
年
頃
と
一
四
〇
四
年
の
間　

ロ
ン
ド
ン
、
ブ
リ
テ
ィ
ッ

シ
ュ
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
︵Egerto

n
 M

s 2020, fo
l. 33r

︶

23　

ピ
サ
ネ
ッ
ロ
︽
植
物
習
作
︾
十
五
世
紀
前
半　

パ
リ
、
ル
ー
ヴ
ル

美
術
館

24a
／
24b　

ラ
ン
ブ
ー
ル
兄
弟
﹃
ベ
リ
ー
公
の
い
と
も
豪
華
な
る
時
禱
書
﹄

︵
一
四
一
三
︱
一
四
一
六
年
頃
︶の︽
パ
ン
と
魚
の
奇
跡
︾︵
エ
ル
マ
ン
・

ド
・
ラ
ン
ブ
ー
ル
に
よ
る)

の
縁
飾
り︵
聖
務
日
課
書
の
画
家
に
よ
る
︶

シ
ャ
ン
テ
ィ
イ
、
コ
ン
デ
美
術
館
︵M

s 65, fo
l.168v

︶

25　

ウ
ォ
ル
タ
ー
ス
二
一
九
番
の
画
家
﹃
時
禱
書
﹄︵
パ
リ
使
用
︶︽
５

月
︾
一
四
一
七
年
頃　

ダ
ブ
リ
ン
、
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ビ
ー
テ
ィ
・
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー
︵M

s 94, fo
l. 6r

︶

26a
／
26b　

フ
ァ
ン
・
ア
イ
ク
兄
弟
︽
神
秘
の
仔
羊
の
礼
讃
︾︵
一
四
三
二

年
完
成
の
ゲ
ン
ト
の
祭
壇
画
︶　

教
会
の
聖
人
た
ち
の
頭
上
の
地
面

︵
部
分
︶　

ゲ
ン
ト
、
シ
ン
ト
・
バ
ー
フ
大
聖
堂

本
稿
執
筆
の
際
に
参
照
し
た
主
要
文
献
（
本
文
中
に
引
用
し
た
順
）

ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
ヴ
ェ
ル
フ
リ
ン
﹃
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
デ
ュ
ー
ラ
ー

の
芸
術
﹄
永
井
繁
樹
／
青
山
愛
香
訳　

中
央
公
論
美
術
出
版　

二
〇
〇
九
年

前
川
誠
郎
﹃
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
素
描
﹄
岩
崎
美
術
社　

一
九
七
二
年

Ｅ
・
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
﹃
イ
デ
ア　

美
と
芸
術
の
理
論
の
た
め
に
﹄
伊
藤

博
明
・
富
松
保
文
訳　

平
凡
社　

2004

年

Ｈ
・
ヴ
ェ
ル
フ
リ
ン
﹃
古
典
美
術
﹄
守
屋
謙
二
訳　

美
術
出
版
社　

一
九
六
二
年

F. K
o

ren
y, A

lbrech
t D

ü
rer u

n
d die Tier– u

n
d P

fl
a
n

zen
stu

dien
 

der R
en

a
issa

n
ce, M

ü
n

ch
en

 1985
越
宏
一
﹃
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
美
術
史
講
義
︱
︱
デ
ュ
ー
ラ
ー
の
芸
術
﹄
岩
波

書
店　

二
〇
一
二
年
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L. B
eh

lin
g

, D
ie P

fla
n

ze in
 d

er m
ittela

lterlich
en

 Ta
fel- 

m
a

lerei, W
eim

ar 1957

D
. V

o
gelleh

n
er, P

fla
n

zen
d

a
rstellu

n
gen

 in
 W

issen
sch

a
ft 

u
n

d
 K

u
n

st, Freib
u

rg i. B
r. 1984

E
. M

o
ses, P

flan
zen

d
arstellu

n
gen

 in
 d

er d
eu

tsch
en

 K
u

n
st 

d
es X

IV. u
n

d
 X

V. Jah
r. Ih

re Fo
rm

 u
n

d
 ih

re B
ed

eu
tu

n
g, in

: 

Z
eitsch

rift fü
r ch

ristlich
e K

u
n

st, N
r. 10/11, 157–165

F. R
o

sen
, D

ie N
a
tu

r in
 der K

u
n

st. Stu
dien

 ein
es N

a
tu

rforschers 
zu

r G
esch

ich
te d

er M
a

lerei, Leip
zig 1903

越
宏
一
﹃
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
美
術
史
講
義
︱
︱
風
景
画
の
出
現
﹄
岩
波
書
店 

二
〇
〇
四
年

越
宏
一　
﹁
ウ
ィ
ー
ン
の
﹃
デ
ィ
オ
ス
コ
リ
デ
ス
﹄
︱
︱
そ
の
挿
絵
の

研
究
﹂﹃
古
代
末
期
の
写
本
画
︱
︱
古
典
古
代
か
ら
の
伝
統
と
中
世

へ
の
遺
産
﹄︵
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
成
果
報
告
書
︶
東
京
芸
術
大

学
美
術
学
部
芸
術
学
科
西
洋
美
術
史
研
究
室　

二
〇
〇
二
年　

九
︱

五
一

O
. P

äch
t, Eary Italian

 N
atu

re Stu
d

ies an
d

 th
e Early C

alen
d

ar 

Lan
d

scap
e, in

: Jo
u

rn
a

l o
f th

e W
a

rb
u

rg a
n

d
 C

o
u

rta
u

ld
 

In
stitu

tes, V
o

l. 13, 1950, 13–47

図
版
出
典
（
図
版
番
号
順
）

F. K
o

ren
y, o

p
. cit.: 1,

堤
委
子
他
﹃
西
洋
絵
画
の
中
の
花
﹄
朝
日
新
聞
社　

一
九
九
七
年
：
2

元
木
幸
一
﹃
フ
ァ
ン
・
エ
イ
ク
﹄
小
学
館　

二
〇
〇
七
年
： 

3a
／
3b

L. B
eh

lin
g, o

p
. cit.: 4a/4b

, 6a/6b
, 8b

, 11 

H
. B

eltin
g/ C

h
r. K

ru
se, D

ie Erfin
du

n
g des G

em
äldes, M

ü
n

ch
en

 

1994: 5a/5b

St. K
em

p
erd

ick/ J.San
d

er, D
er M

eister vo
n

 F
lém

a
lle u

n
d
 

R
o
gier va

n
 d

er W
eyd

en
, O

stfi
d

ern
 2008: 7a/7b

H
. T

h
. M

u
sp

er,  A
ltd

eu
tsch

e M
a

lerei, K
ö

ln
 1970: 8a

勝
國
興
︵
責
任
編
集
︶﹃
北
方
ル
ネ
サ
ン
ス
﹄
小
学
館　

一
九
九
五
年
：

9

B
. D

egen
h

art/ A
. Sch

m
itt, P

isa
n

ello
 u

n
d
 B

o
n

o
 d

a
 Ferra

ra
, 

M
ü

n
ch

en
 1995: 10

H
. B

u
sch

h
au

sen
, D

er V
erd

u
n

er A
lta

r, W
ien

 1980: 12

森
田
義
之
他
﹃
ジ
ョ
ッ
ト
﹄
朝
日
新
聞
社　

一
九
九
五
年
：
13

柳
宗
玄
﹃
木
と
草
花
﹄
岩
波
書
店　

一
九
八
三
年
：
14

O
. M

azal, D
er W

ien
er D

io
sk

u
rid

es, G
raz 1998: 15, 17

M
. C

o
llin

s, M
ed

ieva
l H

erb
a

ls. T
h
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stra

ted
 Tra

d
itio

n
s, 

Lo
n

d
o

n
 2000: 16

W
. B

lu
n

t/ S.R
ap

h
ael, T

h
e Illu

stra
ted

 h
erb

a
l, Lo

n
d

o
n

 1
9

9
4

: 

18

著
者
ア
ー
ル
ヒ
ー
ヴ
： 

19
、
20

F.  A
. B

au
m

an
n

, D
a
s E

rba
rio C

a
rra

rese u
n

d die B
ildtra

dition
 

d
es Tra

ctu
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e h
erb

is, B
ern
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W
. Telesko

, D
ie W
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eit d

er N
a

tu
r, M

ü
n

ch
en

/ Lo
n

d
o

n
/ N

ew
 

Y
o

rk 2001: 22

P
isa

n
ello. Le Pein

tre a
u

x Sep
t V
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s, Paris 1996: 23

J. D
u

fo
u

rn
et, D

ie „Très R
ich

es H
eu

res“ vo
n

 Jea
n

, D
u

c d
e 

B
erry, K

ö
ln

 2003: 24a/24b

M
. R

yan
 et al., T

h
e C

h
ester B

ea
tty Lib

ra
ry, D

u
b

lin
 2001: 25

前
川
誠
郎
﹃
フ
ァ
ン
・
エ
イ
ク
全
作
品
﹄
中
央
公
論
社　

一
九
八
〇
年
：

26a
／
26b


